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0.3g/m8吸入矧こは一部にF気管支用関の.)ンパ球浸潤
が見られたのみであり.矧 こ田1LIを恋味すろ所見は認

められなかった.

以上の各柾の招性筑験にわけるKikuthrinと

Allethrinの了.J性の故弱を比1校してみると,忠相掠tll:.

I.試験において.マウス柁皮投与によりAllethrinが拙

い致死作用を示し.点眼試験でもAllethrinによる流

涙が強めに見られたが.皮Tltr刺激試験では両者とも.

只7;号所見を生じなかった.しかし,皮肘感作試験では

Kikuthrinのモルモット皮内投与による肩技作用とし

ての変化がAllethrinよりも強く見られた.

性比招性試験では Allethrinの1000mg/kgが致死

穴であろことが示され Kikuthrinがn)Jらかに低苛性

であることが知られた.吸入亨即上試験ではKikuthrin

とAllethrinとの関に柑 こ邦lTfの反応は見られなかっ
た.

これらの全ての実験を流して.KikuthrinはTrLmな

搾告を示すことなく,一部の究験成約を除いて.

AllethrinよりもnJ]らかに低詔性であることが示され

た.
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Summary

Followingtoxicitystudieswerecarriedouton

KikuthrinincomparisonwithAllethrin:acute

toxicitystudyonmiceandrats,ophthalmomucous

andskinirritationtestsinrabbits,skinsensi･

tization studyinguinea･plgS,Chronictoxicity

studyinratsandinhalationtoxicitytestinmice･

Resultswereasfollows:1)LD｡ooforal

administrationwasalx)ut8g/kginmiceandmore

than14g/kg]'nrats.2)Anyapparentinjury

wasnotobservedinophthalmomucousandskin

irritationtests. 3)Noantigeniceffectwas

observedwhenKikuthrinwasappliedtotheskin

inthesensitizationstudy.4)Deathandheavy

injurywerenotobservedevenahighdosageof

4g/kg/dayofKikuthrinwasoraItyadministrated

intlleChronictoxicitystudy.

5)Bronchopneumoniaandslightdegenerations

werefoundinlungsofseveralmiceinhaledwith

AllethrinorKikuthrin (morethanlg/m3in

conceIltratioll).

手少 録

イエJ{工の不妊剤としての瑚素化合物

Boron CompoundsasChemosterilantsfor

HousefliesA.B.BorkovecJ.A.Settepani,

G.C.LaBrecque,R.L.Fye.I.EtonEnto桝OL.,

62,1472(1969).

羽化前後のイエバエにtlE.'Jt化合物をflyfoodおよ

び砂析水に氾令して与え,ETi卵の71-1瓜 卵の卵化およ
び痢化率を古trJ定する灯郷的な方法にi:り,不妊効果の

検定をした.その結米無機朋は;化合物3‡孔 棚概エス
テルおよびアミド化合物8和.Doronicacid料およ

112

ぴその誘中経53札 その他5和,介計69和のⅧ諸言化介

物が雌LlHtに0.025-5,06投与した柑 こ効力を示した.

しかし封たのみに投与した時に効力を示した化合物は5

砧現であった.一般に多くの行脚…化合物は容易に加水

分解するので.ハエに取り込まれて不妊化効果を示す

化合物は必ずしも良初に飼料に加えた化合物とは限ら

ない.珊酸および Boronicacid塀の不妊化効果は,

慨として与えるよりも,分解して酸となるような化合

物として投与した時に増大する.投与薬剤の毒性は加

水分脈物のそれとは無関係である. (桑原保正)


